
　　　　

R6 年 12 月 1 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節の行事(お花見、お月見　ハロウィン　クリスマスなど)
外出活動(動物園など)

家族支援

その日にあった出来事を連絡ノートを用いて共有していきます。
家庭での困りごとなどを共有し、連携しながらその後の支援に取り組みます。 移行支援

学校や相談支援員との連携を図り、支援体制を構築していきます。

地域支援・地域連携

公共の場の利用を通して、地域で安心して暮らすことができるように取り組みま
す。
地域の学生(大学生・中学生)の実習の受け入れを行っています。
自立支援協議会へ参加し情報共有をしています。

職員の質の向上

法人内外の研修を受講し、自己研鑽に努めています。

支　援　内　容

登所後の体温チェック・状態観察を行い、健康状態の維持に繋げていきます。
活動前後のトイレ誘導や手洗いの方法を一緒に行い、基本的生活スキルを養っていけるように支援を行います。
調理活動を通して調理すること・食事をすることへの興味関心を支援していきます。

大型遊具(トランポリン・スイング)やダンス活動を通して、身体の使い方、筋力の維持・強化、姿勢保持の支援を行います。
児童一人一人の発達段階を考慮したパズルや創作活動でのハサミやノリの使用を通して、手元への集中や指先の微細運動の向上を支援します。

本
人
支
援

視覚支援を用いながらスケジュールの見通しが持てるように、また自分で必要な情報を収集して行動に移していけるように支援を行います。

児童一人一人の発達段階を個別化したコミュニケーションの方法を用いて、受容と表出のコミュニケーションを支援して行きます。
相手の気持ちを考えることが出来るように、代弁者となり、分かりやすく内容を伝えていきます。

遊びを通して、集団生活におけるルールを理解出来るように支援を行います。
集団活動を通して一人遊びからお友達と一緒に遊ぶ楽しさを伝えていきます。

支援方針

「助け合う心」「ありがとうの気持ち」「思いを受け止め、伝える力」を育む支援を行います

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 地域のために　地域とともに

事業所名 放課後等デイサービス　オレンジ 作成日支援プログラム


